
　大学院医学系研究科は、5月27日（月）、オーストラリア
のアデレード大学において、神経疾患と腫瘍に関する合同
シンポジウムを開催しました。これは、同大学医学部と最
新の学術的交流を図り、今後神経疾患と腫瘍に関する共同
研究を進展させることを目的として開催されたものです。
　シンポジウムは、ジャスティン・ベルビー アデレード大学

教授及びアラスター・バート同教授の歓迎のあいさつで幕を
開けました。本学からは、髙橋医学系研究科長ら10名が参加
し、2グループに分かれて、幅広い分野について様々な角度
から研究発表を行いました。参加した研究者や大学院生は研
究発表に熱心に耳を傾け、積極的な質疑を行いました。シン
ポジウム終了後には、ベルビー教授、ジュリー・オーウェン
同教授及びシンポジウムで発表を行った複数の教授と、今
後の共同研究の可能性について意見交換しました。
　翌28日（火）には、2014年春に完成予定で同大学の最先端
施設となる南オーストラリアヘルスメディカル研究機構

（SAHMRI）の説明を受け、フォトニクス先進技術研究所
（IPAS）、クリニカルスキルラボ、バイオスキルラボなどの
研究施設を見学した後、今後の共同研究や研究施設利用に
関する意見交換を行いました。29日（水）には、大学院生や
若手研究者の交換留学の推進など、相互の合意内容をベル
ビー教授と確認した後、ケント・アンダーソン同教授と会
談し、医学部としての方針を大学側に報告しました。
　緊密な発展的協力関係を構築する機会となった今回の訪
問により、今後、両大学間の教育研究に関する交流がより
一層促進されることが期待されます。

　大学院経済学研究科附属国際経済政策研究センターは、
5月16日（木）、日本経済新聞社名古屋支社会議室におい
て、経済学部同窓会である社団法人キタン会と共催で、第
17回名古屋ビジネスセミナーを開催しました。同センター
は、領域横断型の研究を開拓し、その成果を広く社会に還
元することを任務としており、同セミナーは、その一環と

して、地域に開かれた研究活動を推進することを目的とし
て開催しています。今回は、櫻井博志旭酒造株式会社代表
取締役社長を講師として迎えました。
　佐藤宣之同センター教授の司会のもと、初めに木村同研
究科長が開会あいさつを行い、続いて櫻井社長が「ピンチ
はチャンス－だっさいの挑戦－」と題して講演を行いました。
　日本酒の国内消費は長期低落傾向を辿り、海外消費も増加
中とはいえ微々たる割合に留まっています。こうした状況を踏
まえ、政府も、昨年春、「ENJOY JAPANESE KOKUSHU」
プロジェクトを立ち上げ、國酒、即ち日本酒と焼酎の国内外
における認知度向上と輸出環境整備に本格的に乗り出しまし
た。櫻井社長はこうした政府の動きに先駆けて国内外での展
開に戦略的に取り組んでおり、講演は「地元市場で競争力
がなかったゆえに東京進出を試み、むしろピンチがチャンス
を生んで今日の姿に成長した」、「海外輸出を考えた場合、
日本酒はその複雑な製造工程ゆえに、コスト競争ではワイ
ン等の海外酒類に勝てない」等々、示唆に富む内容でした。
　地域の企業が積極果断に国内外で活躍する姿は、名古屋
の産学官関係者にとっても励みとなるとともに、種々学ぶ
べき点があったようでした。
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